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９月定例会　議案をピックアップ！ 
旧
洋
学
資
料
館
を
保
存
・
活
用
！

　
　
　
芸
術
文
化
の
振
興
・
地
域
交
流
の
場
へ

約
３１
億
５
，０
０
０
万
円
の
収
入
未
済
債
権

　
　
　
管
理
・
適
正
化
へ
の
取
り
組
み
を
実
施

　

今
回
の
定
例
会
で
は
、
旧
洋
学
資
料

館
と
し
て
も
知
ら
れ
る
津
山
市
指
定
重

要
文
化
財
・
旧
妹
尾
銀
行
林
田
支
店

（
市
内
川
崎
）
を
保
存
・
活
用
す
る
た

め
の
「
旧
妹
尾
銀
行
林
田
支
店
条
例
」

が
当
局
か
ら
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
条
例
は
当
施
設
を
歴
史
的
建
造

物
と
し
て
保
存
す
る
だ
け
で
な
く
、
広

く
一
般
公
開
し
、
芸
術
文
化
の
創
造
・

育
成
・
発
信
、
に
ぎ
わ
い
創
出
の
場
と

し
て
、
平
成
30
年
秋
か
ら
活
用
す
る
た

め
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
条
例
に

よ
り
、
同
建
築
物
周
辺
地
域
の
さ
ら
な

る
活
性
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

指
定
管
理
者
制
度
で
の
施
設
運

営
を
予
定
し
て
い
る
が
、
民
間

団
体
な
ど
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
最
大

限
に
活
か
す
た
め
に
は
、
市
が

関
与
せ
ず
に
貸
し
出
す
と
い
う

運
営
方
法
も
検
討
し
て
ほ
し
い
。

　

本
市
の
収
入
未
済
債
権
の
合
計

額
は
、
平
成
27
年
度
末
現
在
で
約

31
億
５
，
０
０
０
万
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
市
債
権
を
適
正
に
管
理
し
、

公
正
・
健
全
な
行
財
政
運
営
を
し
て

い
く
た
め
に
、
津
山
市
債
権
管
理
条

例
が
当
局
よ
り
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
条
例
、
及
び
新
た
に
策
定

し
た
債
権
管
理
計
画
に
よ
り
、
市
債

権
の
回
収
や
実
態
把
握
、
職
員
の
人

材
育
成
な
ど
に
向
け
て
、
全
庁
体
制

で
継
続
し
た
取
り
組
み
を
実
施
し
て

い
き
ま
す
。

総
務
文
教
委
員
会
で
の
意
見

本
会
議
で
の
質
問

問　

債
権
管
理
適
正
化
本
部
を
設
置
す
る
と
し
て
い

答　

る
が
、
ど
の
よ
う
に
機
能
す
る
の
か
？

答　

担
当
部
長
に
よ
る
本
部
会
議
の
下
部
組
織
と
し

答　

て
、
担
当
課
長
等
に
よ
る
幹
事
会
、
担
当
課
の

答　

実
務
者
に
よ
る
ワ
ー
キ
ン
グ
会
議
が
設
置
さ
れ

答　

て
い
る
。
幹
事
会
で
債
権
管
理
適
正
化
に
関
す

答　

る
施
策
の
提
案
等
を
行
い
、
ワ
ー
キ
ン
グ
会
議

答　

で
実
務
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
統
一
的
な
取
り

答　

組
み
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。

問　

資
力
の
乏
し
い
債
務
者
に
対
し
て
行
う
資
力
回

答　

復
サ
ポ
ー
ト
と
は
？

答　

児
童
扶
養
手
当
、
無
料
法
律
相
談
な
ど
を
担
当

答　

す
る
本
市
の
各
部
署
、
及
び
就
労
支
援
を
行
う

答　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
な
ど
で
構
成
す
る
津
山
市
支
援

答　

調
整
会
議
と
連
携
し
な
が
ら
、
債
務
者
の
生
活

答　

再
建
に
対
応
し
て
い
く
。

・
債
務
者
の
実
態
把
握

・
速
や
か
な
納
付
折
衝
・
相
談

・
支
払
督
促
・
滞
納
処
分
の
実
施

・
人
材
育
成

・
組
織
体
制
の
整
備　

な
ど

平
成
29
年
10
月
か
ら
平
成
33
年
３
月

収
入
未
済
債
権
の
5.3
億
円
削
減

　

債
権
管
理
適
正
化
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
取
り

組
み
と
時
期
を
定
め
て
い
ま
す
。

期　
　

間

目　
　

標

取
り
組
み

債権管理計画

本
会
議
で
の
関
連

質
問
は
Ｐ
．８
・
９

を
ご
覧
く
だ
さ
い

気になる あの事業
　

今
回
の
定
例
会
で
は
、
旧
洋
学
資
料

館
と
し
て
も
知
ら
れ
る
津
山
市
指
定
重

要
文
化
財
・
旧
妹
尾
銀
行
林
田
支
店

（
市
内
川
崎
）
を
保
存
・
活
用
す
る
た

め
の
「
旧
妹
尾
銀
行
林
田
支
店
条
例
」

が
当
局
か
ら
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
条
例
は
当
施
設
を
歴
史
的
建
造

物
と
し
て
保
存
す
る
だ
け
で
な
く
、
広

く
一
般
公
開
し
、
芸
術
文
化
の
創
造
・

育
成
・
発
信
、
に
ぎ
わ
い
創
出
の
場
と

し
て
、
平
成
30
年
秋
か
ら
活
用
す
る
た

め
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
条
例
に

よ
り
、
同
建
築
物
周
辺
地
域
の
さ
ら
な

る
活
性
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。



※高年齢者…「高年齢者等の雇用の安定等に関する法律」で定められており、55歳以上の方を指す。 45

こんな補正予算・条例も
　審議しました

公園管理運営事業
4５０万円

津山市地域づくり
サポートセンター条例

旧阿波小学校体育館改修事業
５００万円

放課後児童クラブ運営事業
３,２７１万円

久米地域の梅の里公園の樹木整備のほか、
市内３カ所の老朽化したトイレの解体など
を行います。

住民との協働による地域づくりの実現に向けて、
地域づくり活動と市民活動の支援・推進を図る拠
点として、グリーンヒルズ津山リージョンセンター
に「地域づくりサポートセンター」を設置します。

旧阿波小学校体育館を一般に利用できる施設
にするため、必要な改修工事を行います。

放課後児童クラブの指導員の確保といった課
題に対応するために、運営費用を増額します。

津山駅周辺整備事業
９４３万円

生涯現役促進地域連携事業
１,８００万円

高年齢者（※）の雇用を促進するため、本市や各
種団体で組織する「生涯現役促進協議会」が雇
用のニーズ調査、啓発活動などを行うための費
用です。（国の委託金交付までの貸付金として）

津山駅の駐輪場整備、駅周辺の騒音・振動調
査などを行います。

幼
稚
園
再
構
築
施
設
整
備
事
業
、

　
二
宮
公
民
館
整
備
事
業
に
係
る
修
正
案
を
提
出
！

　

今
回
の
定
例
会
で
は
、
市
内
二
宮
に
建
設
さ
れ
る
西
エ
リ
ア
幼
稚
園
に
係
る
２
事
業

が
含
ま
れ
る
「
平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
次
）」に
対
し
て
、
松
本
義
隆

議
員
、
吉
田
耕
造
議
員
、
竹
内
邦
彦
議
員
の
３
名
か
ら
修
正
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
会
議
に
お
い
て
、
修
正
案
の
採
決
を
行
っ
た
結
果
、
賛
成
少
数
で
否
決
と
決
し
、

当
該
２
事
業
が
含
ま
れ
る
補
正
予
算
は
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

金
田
稔
久
議
員　

二
宮
公
民
館
の
予
算
増
額
は
、
屋
内
消
火
栓
な
ど
の
設
備
追
加
、
地
元
協
議
に

よ
る
面
積
増
加
、
国
か
ら
の
通
知
に
基
づ
く
諸
経
費
の
見
直
し
な
ど
、
や
む
を
得
な
い
も
の
で
あ

る
。
同
議
案
を
修
正
し
た
場
合
、
事
業
の
遅
れ
に
よ
り
地
元
活
動
に
支
障
を
き
た
す
だ
け
で
な
く
、

西
エ
リ
ア
幼
稚
園
の
通
園
希
望
者
へ
の
影
響
も
大
き
い
た
め
、
修
正
案
に
反
対
す
る
。

幼
稚
園
再
構
築
施
設
整
備
事
業

　

西
エ
リ
ア
幼
稚
園
建
設
予
定
地
の
北
側
法の
り
め
ん面
の
用
地
取
得
費
用
と
し
て
、
予
算
増

額
を
提
案
し
て
い
る
が
、
本
事
業
は
現
状
の
市
有
地
内
で
建
設
が
可
能
で
あ
り
、
新

た
な
用
地
取
得
は
不
必
要
で
あ
る
た
め
、
同
増
額
部
分
を
削
除
す
る
。

二
宮
公
民
館
整
備
事
業

　

西
エ
リ
ア
幼
稚
園
と
の
複
合
施
設
と
な
る
同
公
民
館
整
備
予
算
の
増
額
理
由
を
、

公
民
館
面
積
、
諸
経
費
の
増
加
な
ど
と
説
明
し
て
い
る
が
、
当
局
か
ら
の
説
明
は
納

得
で
き
な
い
点
が
多
い
こ
と
か
ら
、
同
増
額
部
分
を
削
除
す
る
。

※
本
事
業
を
含
む
議
案
は
、
総
務
文
教
委
員
会
の
審
査
に
お
い
て
、
賛
成
少
数
で
否
決
さ
れ
て
い
ま
す
。

修
正
案
の
概
要

反
対
討
論

今回の定例会では１件の請願が提出され、議会で審議を行い、賛成多
数で採択されました

【請願要旨】「協同労働の協同組合法（仮称）」の制定に向け、国会での徹底議論と
速やかな制定を求める政府関係機関への意見書送付を津山市議会に求める。

●「協同労働の協同組合法（仮称）」の
　　　　速やかな制定に関する意見書についての請願書

請　願
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市政のあり方を問う！

7

　一般質問の記事は、決められた文字数の中で議員本人が要約し、掲載し
ています。詳細は次の方法によりご覧ください。
◆インターネット
　会議録はインターネットでもご覧いただけます。「津山市議会会議録」
で検索してください。9月議会の会議録は 12月議会初日に公開予定です。
◆会議録（冊子）
　議会事務局、市立図書館（加茂・勝北・久米を含む）、県立図書館で
ご覧いただけます。9 月議会の会議録（冊子）は、12 月に発行予定です。

ラジオ体操の様子　夏休みの方が忙しい？

竹内靖人
緑風会

地方の良さはどこに？創造しようまちづくり

環
境

夏
休
み

答

答

海
の
つ
な
が
り
回
復

に
ど
ん
な
こ
と
を
考

え
て
い
る
の
か
。

労
働
の
問
題
や
、
子

ど
も
た
ち
の
ゆ
と
り

を
持
っ
た
教
育
の
提

森
・
里
・
川
・

先
生
の
長
時
間

森
を
守
る
こ
と

夏
休
み
は
子
ど

は
川
を
守
り
、
海
を

守
る
こ
と
に
つ
な
が

る
。
将
来
世
代
の
た

め
に
森
・
里
・
川
・

海
の
恩
恵
を
維
持
・

再
生
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
も
っ
と
川

に
関
心
を
持
っ
て
も

ら
う
よ
う
Ｐ
Ｒ
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
と

考
え
る
。

も
た
ち
が
普
段
で
き

な
い
体
験
的
な
学
び

を
す
る
貴
重
な
機
会

と
な
る
。
市
で
は
27

年
度
か
ら
５
日
間
短

縮
し
て
い
る
。
短
縮

が
教
職
員
の
ゆ
と
り

に
繋
が
る
と
い
う
見

方
も
あ
る
が
、
こ
の

期
間
の
有
用
性
な
ど

も
ふ
ま
え
、
様
々
な

角
度
か
ら
研
究
を
し

て
い
き
た
い
。

問問

田口浩二
清流の会

住民福祉の向上のために！

墓
地

地
域
要
望

道
路
・
水
路
管
理

答答

答

園
を
整
備
し
て
は
ど

う
か
。

助
成
事
業
の
あ
り
方

に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
な
検
討
が
な
さ
れ

た
か
。

線
水
路
（
※
）
の
管

理
を
ど
の
よ
う
に
し

て
い
く
の
か
。

樹
木
葬
型
の
霊

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

赤
線
道
路
と
青

市
民
の
ラ
イ
フ

現
時
点
で
は
、

補
助
上
限
額
や

ス
タ
イ
ル
の
変
化
に

伴
い
「
祭
祀
」
の
考

え
方
も
変
わ
っ
て
き

て
い
る
の
で
、
新
し

い
ス
タ
イ
ル
と
な

る
墓
地
に
つ
い
て

は
、
先
進
地
の
事
例

を
参
考
に
、
埋
葬
方

法
、
管
理
方
法
、
市

民
ニ
ー
ズ
を
調
査
し

て
み
た
い
。

補
助
要
件
の
見
直
し

な
ど
、
活
用
し
や
す

い
制
度
と
な
る
よ
う

検
討
を
進
め
て
い

る
。

問

問

問

答

学
校
施
設
の
長

寿
命
化
や
改
修
、
デ

ジ
タ
ル
教
科
書
な
ど

の
導
入
で
教
育
環
境

を
充
実
さ
せ
る
。
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
考
え
方
を

尊
重
し
、
市
民
や
事

業
者
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど

と
協
働
を
進
め
て
い

く
。

え
て
受
け
入
れ
て
い

る
の
は
11
ク
ラ
ブ
、

１
２
５
人
超
過
。
定

員
に
よ
り
４
年
生
以

上
を
断
っ
て
い
る
ク

ラ
ブ
は
３
ク
ラ
ブ
。

全
学
区
対
応
で
検
討

し
て
い
る
規
模
は
２

ク
ラ
ス
、
80
人
を
想

定
し
て
い
る
。

広谷桂子

適正規模の児童クラブにするには

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
※
）

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

◆
Ｂ
ｚ́
公
演
で
の
経

済
効
果

答 問

問

適
正
人
数
よ
り
多
い

ク
ラ
ブ
の
数
と
児
童

数
は
。
入
所
制
限
を

し
て
い
る
ク
ラ
ブ
数

は
。
今
後
民
間
で
の

運
営
委
託
で
『
全
学

区
対
応
ク
ラ
ブ
』
を

増
設
す
る
と
し
た
場

合
の
規
模
は
。

ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ
）

の
理
念
を
実
現
す
る

教
育
な
ど
の
具
体
的

な
取
り
組
み
は
。

児
童
ク
ラ
ブ
で

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
エ

面
積
基
準
を
超 岡田康弘

市政会

トップリーダーとしての対応を

学
校
施
設
移
転

答

答

敷
移
転
と
い
う
話
が

市
民
か
ら
も
多
く
聞

か
れ
る
。
現
状
は
。

し
、
ト
ッ
プ
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
危
機
感

を
持
っ
て
対
応
す
べ

き
で
は
。

作
陽
高
校
の
倉

作
陽
学
園
に
対

本
年
４
月
、
理

作
陽
学
園
が
本

事
長
が
来
庁
さ
れ
た

際
、「
作
陽
高
校
の

将
来
を
模
索
す
る
た

め
、
高
大
連
携
を
含

め
た
検
討
を
行
っ
て

い
る
」
と
の
説
明
を

受
け
て
お
り
、
他
の

教
育
機
関
と
同
様
に

少
子
化
な
ど
を
ふ
ま

え
た
検
討
が
な
さ
れ

て
い
る
と
把
握
し
て

い
る
。
作
陽
学
園
に

よ
る
検
討
を
尊
重
す

る
立
場
で
あ
る
が
、

引
き
続
き
、
学
園
と

協
議
を
行
っ
て
い

く
。

市
で
果
た
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
役
割
は

大
き
い
と
い
う
の
が

私
の
想
い
。
こ
う
し

た
想
い
は
、
議
員
、

市
民
の
皆
さ
ん
も
同

じ
と
受
け
止
め
、
学

園
に
対
し
、
し
っ
か

り
と
伝
え
て
い
く
。

問

問

市職員を中央省庁へ！

答

現
在
、
中
央
か

ら
の
受
け
入
れ
は
考

え
て
い
な
い
が
、
来

年
度
か
ら
省
庁
に
職

員
を
１
名
派
遣
で
き

る
よ
う
、
具
体
的
な

協
議
を
進
め
て
い

る
。

に
よ
る
四
つ
の
健
全

化
比
率
を
基
に
考
え

て
い
る
。
そ
の
う
ち
、

実
質
赤
字
比
率
・
連

結
実
質
赤
字
比
率
に

つ
い
て
は
、
全
て
の

会
計
が
黒
字
ま
た
は
、

収
支
ゼ
ロ
な
の
で
該

当
せ
ず
、
将
来
負
担

比
率
と
実
質
公
債
費

比
率
も
早
期
健
全
化

基
準
を
下
回
っ
て
い

る
。
い
ず
れ
の
比
率

も
、
前
年
度
よ
り
改

善
し
て
い
る
が
、
今

後
も
比
率
の
改
善
に政岡哲弘

未来

津山市の財政状況と多様な財源確保策

財
政

政
治
姿
勢

答 問

問

全
度
の
指
標
の
判
断

基
準
は
。
ま
た
、
そ

の
内
容
と
将
来
展
望

は
。

パ
イ
プ
作
り
の
た
め

に
、
省
庁
職
員
の
受

入
や
、
本
市
か
ら
職

員
を
派
遣
す
る
考
え

は
。

本
市
の
財
政
健

中
央
省
庁
と
の

財
政
健
全
化
法

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

◆
財
政
運
営
と
そ
れ

に
か
か
わ
る
市
長

の
政
治
姿
勢

取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。

供
の
た
め
に
、
夏
休

み
を
短
縮
し
て
は
ど

う
か
。

公明党津山市議団

詳
細
を
把
握
で
き
て

い
な
い
の
で
、
関
係

団
体
の
協
力
を
得
な

が
ら
調
査
し
、
地
域

住
民
の
協
力
が
得
ら

れ
れ
ば
、
管
理
方
法

を
協
議
・
検
討
し
て

い
く
。

※SDGs（エスディージーズ）…世界が抱える問題を解決し、持続可能な社会をつくるために世界各国が合意した17の目標
　と169のターゲット。2015年 9月、SDGsの前身であるMDGs（ミレニアム開発目標）を継承し、国連で採択された。

※赤線、青線…法定外公共物というもので、法務局備え付けの地図中で、赤く着色されているものを赤線といい、里道などと
　呼ばれる。また青く着色されているものを青線といい、水路などと呼ばれる。維持・管理は原則として市町村が行っている。



市政のあり方を問う！
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市政のあり方を問う！

9 政治家は、お祭りへの寄附や差し入れは禁止されています。

地域医療を支える倭文診療所窓口業務の民間委託は可能！？

ソウルのデパートでヒノキ製品の
常設展示・販売

市役所２階に設置されている特別理事室

市は多種多様な債権を管理している

黄金の稲穂田

小椋　多原　行則

金田稔久吉田耕造

未来公明党津山市議団

緑風会

なぜ？今、専任の特別理事なのか？農業収入保険に加入を！

住みよさランキング８１４都市中１５９位！「行政経営改革の推進」で窓口サービスの充実

特
別
理
事

農
業

国
民
健
康
保
険
料

Ｂ
ｚ́

行
革

経
済

自
治
体
ラ
ン
キ
ン
グ

地
域
医
療

答答

答

答

答答答

答答

答 答

う
な
考
え
で
専
任
の

特
別
理
事
を
選
任
し

た
の
か
。

の
農
産
物
か
ら
実
施

さ
れ
る
「
収
入
保
険

制
度
」
と
は
。

楽
曲
を
流
せ
な
い

か
。

８
１
４
都
市
中
、

１
５
９
位
と
順
位
を

上
げ
て
い
る
。
所
見

と
今
後
に
ど
の
よ
う

に
活
か
す
か
。

民
間
委
託
を
想
定
し

た
総
合
窓
口
の
検
討

や
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
施
策
を
推
進
す

る
体
制
を
整
備
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

財
政
部
参
与
室
に
い

る
の
は
な
ぜ
か
。

企
業
の
支
援
政
策
と

し
て
国
の
振
興
基
本

法
を
受
け
、
条
例
を

制
定
し
て
支
援
を
強

化
す
べ
き
で
は
。

口
業
務
を
民
間
委
託

さ
せ
る
た
め
に
地
方

独
立
行
政
法
人
法
を

整
備
し
、
事
務
処
理

を
一
括
し
て
委
託
で

き
る
よ
う
に
す
る
と

民
営
の
倭
文
診
療
所

の
状
況
は
。

市
長
は
ど
の
よ

２
０
１
９
年
産

平
成
30
年
度
よ

庁
舎
内
に
Ｂ
ｚ́

全
国
自
治
体

津
山
市
で
も
、

特
別
理
事
が
、

中
小
、
小
規
模

総
務
省
で
は
窓

市
唯
一
の
公
設

津
山
市
が
保
有

対
象
者
は
青
色

津
山
市
に
お
い

課
題
は
、
雨
水

市
民
栄
誉
賞
受

２
０
１
０
年
の

窓
口
業
務
の
改

特
別
理
事
に

商
工
会
議
所
や

平
成
30
年
４
月

診
療
は
週
４

す
る
複
数
部
署
に
存

在
す
る
多
種
多
様
な

債
権
を
適
切
に
管
理

す
る
こ
と
は
、
高
度

で
総
合
的
な
部
局
間

調
整
が
で
き
、
特
命

的
に
短
期
間
で
成
果

を
出
す
こ
と
が
出
来

る
強
力
な
推
進
体
制

を
構
築
す
る
必
要
が

あ
る
た
め
、
特
別
理

事
を
設
置
し
た
。
税

徴
収
部
門
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
組
織
的
に
活
用

す
る
た
め
、
特
別
理

事
に
は
、
債
権
管
理

室
以
外
に
も
、
税
３

申
告
を
行
っ
て
い
る

農
業
者
で
、
補
償
対

象
は
自
然
災
害
に
よ

る
収
入
減
に
加
え
、

価
格
低
下
な
ど
農
家

の
経
営
努
力
で
は
避

け
ら
れ
な
い
収
入
減

少
に
つ
い
て
も
適
用

さ
れ
る
も
の
で
、
ほ

と
ん
ど
の
農
作
物
が

対
象
と
な
る
。

て
は
、
所
得
や
医
療

費
の
動
向
か
ら
見
て

保
険
料
が
上
が
る
こ

と
は
な
い
と
想
定
し

て
い
る
。

出
水
対
策
、
水
害
リ

ス
ク
の
周
知
、
住
民

の
積
極
的
な
避
難
行

動
の
喚
起
。連
携
は
、

地
域
防
災
講
座
へ
職

員
派
遣
、
地
区
役
員

や
他
自
治
体
職
員
と

の
関
係
構
築
に
努
め

て
い
る
。

賞
者
稲
葉
浩
志
氏
が

ボ
ー
カ
ル
を
務
め
る

Ｂ
ｚ́
の
デ
ビ
ュ
ー

30
周
年
に
あ
た
る
９

月
21
日
よ
り
実
施
し

た
い
。

２
４
１
位
か
ら
80
位

以
上
順
位
を
上
げ
て

い
る
。
今
後
も
市
民

善
は
、
行
革
推
進
室

を
事
務
局
と
し
て
、

関
係
部
局
の
連
絡
調

整
を
行
い
、
民
間
委

託
や
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
に
つ
い
て
検
討
を

進
め
て
い
る
。

は
、
債
権
管
理
の

他
、
市
税
に
関
す
る

事
務
を
総
括
す
る
参

与
職
も
兼
任
さ
せ
て

い
る
。
従
っ
て
執
務

場
所
は
、
財
政
部
参

与
室
が
最
適
と
判
断

し
て
、
職
務
に
当
た

ら
せ
て
い
る
。

商
工
会
等
関
係
機
関

と
一
層
の
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
本
年
中

を
目
途
に
対
応
し
て

い
く
。

に
施
行
さ
れ
る
予

定
。
改
正
趣
旨
は
、

窓
口
業
務
の
中
に

は
、
審
査
、
決
定
と

公
権
力
の
行
使
が
多

く
含
ま
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
幅
広
い
民

間
に
委
ね
る
こ
と
は

適
当
で
な
く
、
地
方

独
立
行
政
法
人
で
あ

れ
ば
委
託
可
能
で
あ

る
。

日
、
ス
タ
ッ
フ
５
名

で
市
か
ら
の
委
託
料

な
く
運
営
。
今
後
も

地
域
医
療
を
支
え
る

役
割
を
果
た
し
て
い

け
る
よ
う
努
め
て
い

く
。

問問問

問問問

問問

問

問

市
関
係
者
が
事
業
実

施
に
向
け
調
整
中
で

あ
る
。

減
少
、
木
材
価
格
の

低
迷
で
放
置
状
態
の

森
林
が
存
在
し
て
い

る
。
出
口
対
策
と
し

て
、
韓
国
へ
の
美
作

材
輸
出
、
住
宅
補
助

等
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

法
令
に
よ
り
性
質
が

異
な
り
、
非
常
に

複
雑
な
も
の
な
の

で
、
滞
納
と
な
っ
た

場
合
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ

等
に
つ
い
て
理
解
が

得
ら
れ
に
く
い
側
面

を
持
っ
て
い
る
の
で
、

市
が
債
権
の
特
性
等 黒見節子中島完一

市民と歩む会未来

防災に「顔の見える」関係の構築を市債権をわかりやすく！

風
力
発
電

債
権
管
理

森
林

防
災
計
画

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

◆◆

◆◆

防
災
行
政
の
重
要

性教
育
行
政

社
会
保
障
と
税
の

一
体
化

津
山
駅
周
辺
整
備

事
業

答答答答 問問

問

問問 発
電
事
業
の
現
状
は
。

て
、「
税
及
び
強
制

徴
収
公
債
権
」と「
非

強
制
徴
収
公
債
権
及

び
私
債
権
」
と
の
区

別
は
つ
き
に
く
い
。

市
民
に
対
し
、
も
っ

と
わ
か
り
や
す
く
説

明
啓
発
す
る
必
要
が

あ
る
が
、
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の

か
。

の
課
題
、
他
自
治
体

や
住
民
と
の
連
携
は
。

税
事
業
は
。

五
輪
原
の
風
力

市
民
に
と
っ

市
の
防
災
計
画

森
林
の
課
題
は
。

森
づ
く
り
県
民

事
業
者
と
県
、

国
産
材
の
需
要

ヒ
ノ
キ
苗
の
シ

各
債
権
は
そ
の

り
国
保
の
運
営
主
体

が
市
か
ら
県
に
移
る

が
、
保
険
料
は
ど
う

課
を
担
当
さ
せ
て
い

る
。

カ
の
食
害
に
対
す
る

の
皆
様
の
声
に
真
摯

に
耳
を
傾
け
、
手
を

携
え
な
が
ら
誇
り
に

思
え
る
津
山
を
創
っ

て
い
き
た
い
。

に
関
し
て
丁
寧
に
説

明
す
る
必
要
が
あ
る

と
感
じ
て
い
る
。
わ

か
り
や
す
さ
を
実
現

で
き
る
よ
う
、
納
付

通
知
や
広
報
紙
な
ど

の
ほ
か
、
マ
ン
ガ
等

を
使
っ
た
説
明
を
す

る
な
ど
、
多
く
の
方

に
と
っ
て
わ
か
り
や

す
い
表
現
も
必
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

津山自由民主倶楽部

の
こ
と
だ
が
ど
う

か
。

な
る
の
か
。

政治家は、暑中見舞い・年賀状などのあいさつ状を出すことが禁止されています。

ネ
ッ
ト
設
置
、
ナ
ラ

枯
れ
対
策
や
作
業
道

開
設
等
の
補
助
メ

ニ
ュ
ー
に
よ
っ
て
事

業
推
進
が
図
ら
れ
て

い
る
。



市政のあり方を問う！
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市政のあり方を問う！

11 政治家は、地域の運動会やスポーツ大会への飲食物の差し入れは禁止されています。

平成28年 3月から本格稼働している
クリーンセンター

外国人観光客が多くみられる
ようになってきた津山城

野村昌平津本憲一

竹内邦彦

清流の会

人材育成・人材確保の新規施策は国指定・旧苅田家住宅の今後の展開は

市長の業績津山市のこれまでのアスベスト対策は

人
材
育
成

文
化

政
治
姿
勢

ア
ス
ベ
ス
ト
対
策

答答答

答

答答

答

人
手
不
足
が
拡
が
っ

て
い
る
が
人
材
育

成
・
人
材
確
保
な
ど

の
施
策
は
。

た
文
化
財
の
管
理
は

ど
の
よ
う
に
行
わ
れ

て
い
る
の
か
。

市
長
の
業
績
は
。

生
労
働
省
は
、
ア
ス

ベ
ス
ト
が
原
因
で
肺

が
ん
等
の
健
康
被
害

の
労
災
認
定
を
受
け

た
労
働
者
が
平
成

16
年
度
に
全
国
で

１
８
６
人
と
な
り
、

前
年
度
の
約
１
．
５

倍
に
急
増
と
発
表
し

た
。
津
山
市
は
ア
ス

ベ
ス
ト
被
害
を
ど
う

把
握
し
対
策
を
と
っ

て
き
た
の
か
。ま
た
、

市
有
施
設
で
の
ア
ス

ベ
ス
ト
使
用
と
そ
の

対
策
は
ど
う
か
。

様
々
な
業
種
で

市
に
寄
贈
さ
れ

国
指
定
「
旧
苅

過
去
７
年
半
の

平
成
17
年
、
厚

つ
や
ま
産
業
支

管
理
は
所
有
者

旧
苅
田
家
住
宅

冬
は
閑
散
期
に

主
な
取
り
組
み

健
康
被
害
対
策

医
療
ツ
ー
リ
ズ

援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

産
業
・
社
会
人
材
の

育
成
拠
点
と
し
て
10

月
に
「
津
山
ま
ち
な

か
カ
レ
ッ
ジ
」
を
ア

ル
ネ
津
山
４
階
の
地

域
交
流
セ
ン
タ
ー
に

オ
ー
プ
ン
す
る
。
女

性
や
シ
ニ
ア
の
再
就

職
、
小
中
学
生
な
ど

将
来
世
代
に
も
目
を

向
け
た
講
座
や
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
、
人

材
育
成
、
雇
用
増

大
、
人
材
定
着
に
つ

な
げ
る
。
ま
た
、
本

が
行
う
の
が
基
本
で

あ
り
、
市
に
寄
贈
さ

れ
た
文
化
財
に
つ
い

て
は
市
が
管
理
す

る
。
代
表
的
な
も
の

を
挙
げ
る
と
、
国
指

定
の
「
旧
苅
田
家
住

宅
」が
あ
る
。
現
在
、

非
公
開
だ
が
生
涯
学

習
部
で
日
常
管
理
を

行
っ
て
い
る
。

は
老
朽
化
が
激
し
い

た
め
、
今
年
度
中
に

あ
た
る
が
多
く
の
観

光
客
が
訪
れ
て
い
る

「
津
山
ま
な
び
の
鉄

道
館
」
で
冬
な
ら
で

は
の
イ
ベ
ン
ト
開
催

な
ど
新
た
な
企
画
を

研
究
し
て
い
き
た
い
。

の
中
で
20
数
年
来
の

課
題
で
あ
っ
た
ゴ
ミ

処
理
問
題
に
対
処
す

る
た
め
、
津
山
圏
域

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

を
平
成
28
年
３
月
に

本
格
稼
働
さ
せ
た
。

要
し
た
建
設
費
は
、

１
４
１
億
４
，
０
０

０
万
円
で
、
国
庫
支

出
金
を
除
い
た
１
０

１
億
１
，
０
０
０
万

円
の
う
ち
、
約
７
割

が
本
市
の
負
担
と

な
っ
て
い
る
。
前
市

政
時
代
の
諸
問
題
を

解
決
し
、
事
業
を
早

め
る
こ
と
に
な
っ
た

と
自
負
し
て
い
る
。

と
し
て
、
す
べ
て
の

肺
が
ん
の
早
期
発

見
、
早
期
治
療
を
め

ざ
し
て
、
市
民
に
毎

ム
に
対
し
て
は
津
山

中
央
病
院
が
国
際
医

問問問

問問

学
生
に
な
り
、
算
数

か
ら
数
学
と
い
う
教

科
に
な
っ
た
時
に
、

基
礎
的
な
力
が
つ
い

て
い
な
い
と
、
理
解

や
定
着
が
一
層
難
し

く
な
っ
て
く
る
。
学

力
調
査
結
果
で
差
が

開
い
た
と
い
う
こ
と

は
、
基
礎
学
力
が
確

実
に
定
着
で
き
て
い

な
い
こ
と
が
影
響
し

て
い
る
と
考
え
て
お

り
、
厳
粛
に
受
け
止

人
旅
行
者
が
５
年
間

連
続
で
増
え
て
い
る
。

市
内
で
も
津
山
城
等

で
増
え
て
お
り
、
台

湾
か
ら
の
ツ
ア
ー
に

阿
波
も
組
み
込
ま
れ

た
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

の
対
応
と
し
て
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
複

数
国
語
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
な
ど
で
情
報
発
信

を
行
っ
て
い
る
。 安東伸昭木下健二

清流の会

２９年度全国学力学習調査結果は旅行者、医療ツーリズムはどうするのか

教
育

イ
ン
バ
ウ
ン
ド（
※
）

観
光

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

◆

◆◆

◆◆

◆◆

◆◆

公
共
交
通
施
策

公
共
施
設
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト

道
路
整
備

防
災

少
子
・
高
齢
化
問

題

津
山
市
債
権
管
理

計
画

子
ど
も
の
貧
困

教
育
現
場
に
つ
い

て津
山
城
郭
の
行
方

答答 問問

問

問 調
査
結
果
で
、
小
６

（
Ｈ
26
実
施
）
か
ら

中
３
（
Ｈ
29
）
で
の

県
平
均
と
の
差
が
大

き
く
広
が
っ
て
い
る

要
因
は
。

に
つ
い
て
は
ど
う
す

る
の
か
。

ン
ト
は
で
き
な
い
か
。

ム
で
の
誘
客
状
況

は
。

全
国
学
力
学
習

イ
ン
バ
ウ
ン
ド

冬
に
観
光
イ
ベ

医
療
ツ
ー
リ
ズ

小
学
生
か
ら
中

県
内
で
は
外
国

田
家
住
宅
」
の
今
後

の
展
開
は
。

津山自由民主倶楽部

年
11
月
か
ら
「
生
涯

現
役
促
進
地
域
連
携

事
業
」
を
開
始
予
定

で
、
高
年
齢
者
の
活

躍
に
よ
る
労
働
力
不

足
の
緩
和
、
社
会
参

加
に
よ
る
生
き
が
い

づ
く
り
な
ど
生
涯
現

役
の
促
進
に
寄
与
す

る
様
々
な
事
業
に
取

り
組
む
。

め
て
い
る
。
ま
た
、

中
学
校
の
学
習
状
況

調
査
で
は
、
家
庭
学

習
時
間
が
十
分
に
確

保
で
き
て
い
な
い
こ

と
や
、
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
の
所
持
率
が
高

い
こ
と
に
加
え
、
長

時
間
使
用
す
る
者
の

割
合
が
高
い
と
い
っ

た
生
活
面
で
の
課
題

も
、
中
学
生
の
学
力

の
定
着
を
阻
害
し
て

い
る
一
因
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
る
。

津山自由民主倶楽部

稼
働
が
遅
れ
た
こ
と

に
よ
る
塵
芥
処
理
費

用
は
総
体
的
に
み
れ

ば
、
施
設
規
模
の
見

直
し
等
に
よ
り
抑
制

で
き
た
部
分
が
大
き

い
と
考
え
て
い
る
。

他
に
は
時
限
措
置
で

あ
っ
た
三
セ
ク
債
の

活
用
を
図
り
、
津
山

市
土
地
開
発
公
社
を

解
散
さ
せ
、
本
市
の

将
来
負
担
を
軽
減

し
、
財
政
健
全
化
へ

の
道
筋
を
つ
け
た
。

緊
急
修
理
を
行
う
。

そ
の
後
、
津
山
城
跡

と
同
様
に
専
門
家
な

ど
か
ら
構
成
さ
れ

る
「
保
存
修
理
活
用

検
討
委
員
会
」
を
立

ち
上
げ
、
保
存
整
備

事
業
に
入
っ
て
い
く

予
定
で
あ
る
。
現

在
、
事
業
開
始
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い

て
、
国
、
県
と
協
議

を
行
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

療
セ
ン
タ
ー
を
開
設

し
、
が
ん
陽
子
線
治

療
な
ど
で
外
国
人
を

受
け
入
れ
て
い
る
。

日本共産党
津山市議団

美見みち子

年
の
検
診
を
啓
発
し

て
い
る
。
平
成
17
年

当
時
「
津
山
市
ア
ス

ベ
ス
ト
問
題
連
絡
会

議
」
を
設
置
し
た
。

住
宅
以
外
の
市
有
施

設
で
ア
ス
ベ
ス
ト
が

使
用
さ
れ
て
い
た
た

め
、
ア
ス
ベ
ス
ト
の

除
去
、
封
じ
込
め
等

安
全
対
策
工
事
を
行

い
、
市
民
へ
の
周
知

徹
底
を
図
っ
た
。

保存整備により有効活用されることを期待 10月1日にオープンした津山まちなかカレッジ

※インバウンド…外から中へ入り込むこと。特に外国人の訪日旅行のこと。
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13 政治家は、病気見舞いを禁止されています。 政治家は、病気見舞いを禁止されています。

たくさんの来場者でにぎわうグラスハウス

耐震化が予定されている
文化センターご近所のお堂で「ふらっとカフェ」

松本義隆秋久憲司
市政会緑風会

プールと武道館建設の考えは各地域に生活支援コーディネーターの配置を！

ふるさと納税の現状と今後

農
地

生
活
支
援

ふ
る
さ
と
納
税

誘
致

施
設
整
備

答

答

答答

答

答

答

答答

拓
土
地
改
良
区
の
農

地
の
状
況
は
。

ら
だ
講
座
」
に
続
く

「
ふ
ら
っ
と
カ
フ
ェ
」

の
様
子
は
。

シ
ス
テ
ム
の
取
り
組

み
の
様
子
は
ど
う

か
。

が
返
礼
品
に
よ
る
寄

附
金
の
争
奪
合
戦
の

よ
う
に
な
り
、
本
来

の
趣
旨
か
ら
脱
線
し

て
い
る
現
状
に
つ
い

て
の
見
解
、
今
後
の

対
応
は
。

が
私
と
選
挙
を
10
回

や
っ
て
も
私
に
は
勝

て
な
い
。
来
年
度
の

事
業
も
今
か
ら
や
れ

ば
い
い
」
と
言
っ
た

の
か
。

球
大
会
（
ヤ
ン
グ
リ

ー
グ
）
の
開
催
を
今

後
誘
致
し
な
い
の

か
。

ー
ル
と
総
合
武
道
館

建
設
の
考
え
は
。

耐
震
化
は
な
ぜ
急
い

で
や
る
の
か
。
選
挙

前
な
の
で
少
し
時
間

を
お
い
て
は
。

の
「
生
活
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
の

配
置
が
必
要
だ
が
ど

う
か
。

加
茂
川
下
流
開

「
こ
け
な
い
か

地
域
包
括
ケ
ア

ふ
る
さ
と
納
税

市
長
は
「
Ａ
氏

中
学
生
硬
式
野

新
た
な
公
認
プ

文
化
セ
ン
タ
ー

今
後
は
各
地
域

一
部
、
荒
廃
農

合
併
特
例
債
な

高
齢
者
が
歩
い

地
域
の
福
祉
活

返
礼
品
で
は
な

そ
の
よ
う
な
こ

主
催
者
の
自
主

財
源
を
含
め
た

平
成
30
年
度
ま

地
も
見
受
け
ら
れ

る
。

ど
の
有
利
な
財
源
を

活
用
す
る
た
め
、
早

期
着
手
が
必
要
。
今

が
最
適
と
判
断
。

て
い
け
る
身
近
な
場

所
で
の
事
例
紹
介
や

ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
の

支
援
を
準
備
し
て
い

る
。

動
を
色
々
な
サ
ー
ビ

ス
に
つ
な
げ
ら
れ
る

よ
う
、
市
全
体
を
担

当
す
る
「
生
活
支

援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
」
を
社
協
に
１

名
配
置
し
、
生
活
支

く
、
各
自
治
体
が
切

磋
琢
磨
し
、
地
域
を

良
く
す
る
意
味
で
の

競
争
と
と
ら
え
、
趣

旨
を
ふ
ま
え
、
地
場

産
業
の
振
興
な
ど
に

取
り
組
む
。
豪
華
な

返
礼
品
を
設
定
す
る

の
で
は
な
く
、
返
礼

品
送
付
に
か
か
る
費

用
を
差
し
引
い
た
後

も
、
半
分
程
度
は
各

種
事
業
に
活
用
可
能

と
は
言
っ
て
い
な

い
。

開
催
が
基
本
だ
が
、

補
助
制
度
な
ど
で
支

援
を
行
う
。

検
討
が
必
要
。

で
に
日
常
生
活
圏
域

へ
の
配
置
と
「
協
議

体
」
の
設
置
を
検
討

し
て
い
る
。

問問問

問

問

問問

問問

ら
の
報
告
に
よ
る
と

７
月
と
８
月
の
来
場

者
数
は
、
合
計
５
０
，

３
３
６
人
で
昨
年
よ

り
４
，
２
７
９
人
、

約
10
％
増
加
し
て
い

る
。
特
に
一
般
来
場

者
の
増
加
が
大
き
く

影
響
し
て
お
り
、
津

山
市
に
移
譲
さ
れ
た

２
０
１
１
年
以
降
で近藤吉一郎

清流の会

グラスハウスの集客状況は

ス
ポ
ー
ツ

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

◆◆

◆◆

◆◆

ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て

子
ど
も
を
と
り
ま

く
環
境
に
つ
い
て

市
民
と
津
山
城
・

公
園
の
あ
り
方

公
共
施
設
の
整
理

統
合
と
市
民
サ
ー

ビ
ス
充
実

農
業
問
題

水
道
局
建
設
工
事

等

答 問る
特
徴
あ
る
ス
ポ
ー

ツ
施
設
は
グ
ラ
ス
ハ

ウ
ス
だ
と
思
う
が
、

今
年
の
夏
は
猛
暑
が

続
い
た
た
め
各
地
の

プ
ー
ル
も
に
ぎ
わ
っ

た
と
聞
い
て
い
る
。

今
年
の
集
客
状
況
や

取
り
組
み
は
。

津
山
市
に
お
け

指
定
管
理
者
か

は
、
最
高
の
人
数
で

あ
っ
た
。
こ
の
夏
の

取
り
組
み
と
し
て
は
、

宣
伝
媒
体
に
Ｗ
Ｅ
Ｂ

広
告
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
広
告

を
取
り
入
れ
、
特
に

ナ
イ
ト
プ
ー
ル
の
利

用
を
宣
伝
し
た
こ
と

が
効
果
を
上
げ
、
入

場
者
数
を
増
や
す
こ

と
に
成
功
し
て
い
る
。

日本共産党
津山市議団

中村聖二郎

で
、
返
礼
品
提
供
事

業
者
に
大
き
な
負
担

を
強
い
る
こ
と
な

く
、
特
産
品
Ｐ
Ｒ
を

行
う
こ
と
な
ど
に
考

慮
し
、
返
礼
割
合
を

寄
附
額
の
35
％
と
し

て
い
る
が
、
県
下
自

治
体
の
見
直
し
状
況

な
ど
を
ふ
ま
え
、
今

後
は
総
務
省
の
通
知

内
容
に
従
い
、
３
割

以
下
に
変
更
す
る
。

援
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養

成
や
新
し
い
サ
ー
ビ

ス
の
開
発
に
向
け
検

討
し
て
い
る
。

反　対 賛　成 反　対
中村聖二郎議員　地方自治体が独自
導入している森林環境税との二重課
税になるとの意見や、都道府県の役
割調整などもあり、税創設を急ぐ必
要はない。企業に対する地球温暖化
対策税の拡充を図るべきである。

金田稔久議員　市町村の森林施策へ
の大きな力添えとなり、国土の保全、
地方創生につながるものである。お
かやま森づくり県民税との関係につ
いては、同県民税の５年毎の見直し
の際に整理されるものと考える。

黒見節子議員　森林が抱える課題の
重要性は十分承知しているが、おか
やま森づくり県民税との整理、国と
地方自治体の役割分担、市町村との
十分な意見交換を行う必要があり、
現時点では賛成できない。

私はこう考える！ 賛成・反対討論

意見書提出 議員提案の意見書が提出され、議会で審議を行い、賛成多数で
可決されたことにより、政府関係機関に意見書が提出されました。

【意見書要旨】市町村が主体となって実施する森林整備等に
必要な財源に充てるため、「全国森林環境税」の早期導入を
求める。

寄附
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平成２８年度 政務活動費の活用 状況をお知らせします 

　地方分権の推進により、本市議会が果たすべき役割は、ますます重要なものとなっており、
議員一人ひとりの資質・能力、審議機能・政策立案機能の一層の向上が不可欠です。
　政務活動費は、議員がより幅広い政務活動を行い、その成果を市政発展につなげるために必
要であり、透明性を確保しながら、その活動成果を市民と共有することを常に念頭に置き、議
員活動の充実を図るために活用されています。

なぜ政務活動費が必要なの？

　政務活動費は、調査研究などの活動に必要な経費の一部として議員に交付されるものです。
本市議会の政務活動費は、議員一人当たり月額58,000円（年額696,000円）が交付され、
残余額は返還しています。また、政務活動費の支出合計額が交付年額を超える場合、超えた金
額は議員の自己負担となります。
　なお、本市議会では、使用した内容の明確化と透明性を高めるために、収支報告書に領収書
等の証拠書類を添えて議長に提出することを義務づけています。

政務活動費って何？

　平成28年度中に政務活動費
として議員が支出した実績金額
は総額で13,470,086円です。
各費目での内訳は下の表をご覧
ください。
　なお、本市議会では独自に「政
務活動費運用マニュアル」を定
めており、消耗品・事務機器購
入費などへの支出は４分の１ま
でとするなど、政務活動費での
運用を随時見直しています。

調査研究費
要請・陳情活動費

31.4% 研修費
会議費
2.3%

広報費　45.7%

事務所費　4.5%

資料購入費
14.9%

人件費
0%

資料作成費
1.1%

広聴費　0.1%

※政務活動費年間限度額（696,000円）を支出した議員の費目内訳の計算は、各費目の支出割合に
　応じて按分しています。

　平成28年度中で特に支出が多かった費目のうち、代表的な使い方は次のとおりです。
調査研究費、要請・陳情活動費
　先進地視察や研修の受講、陳情活動にかかる交通費・宿泊費などに使っています。

広報費
　各会派・議員による議会報告のための広報紙の印刷にかかる費用などに使っています。印刷
部数は次のとおりです。（政務活動費を使って支出された部数の合計）
　　　  ４〜 ６月…15,950部　　7〜 9月…24,700部
　　　10〜12月…35,200部　　1〜 3月…82,500部
　　　年間合計　158,350部

資料購入費
　情報収集のための新聞購読費や書籍の購入などに使っています。

どんな使い方をしているの？ 政務活動費はどれだけ使っているの？

　
政務活動費収支報告書などのインターネット公開
　本市議会では、政務活動費の使途について、その透明性をより高めるため、各議員の政務活
動費収支報告書やその一覧表、政務活動費運用マニュアルを津山市議会のホームページで公開
しています。インターネットの検索サイトなどで「津山市議会」
を検索し、トップページメニューの「政務活動費」を選んでいた
だくとご覧いただけます。

政務活動費関係書類の開示請求
　議会事務局で開示請求の手続きをしていただくことにより、政務活動費に関係する領収書、
出張報告書などもご覧いただくことができます。詳しくは議会事務局までご連絡ください。

使い方を詳しく知り、理解するには？

津山市議会

費　目 支出額（円）※ 説　　　明
調査研究費

要請・陳情活動費 4,223,789 議員が行う市の事務・地方行財政等に関する調査研究、要請・
陳情活動などを行うために必要な経費

研　修　費
会　議　費 310,507 議員・団体等が研修会・意見交換会等の各種会議に参加また

は開催するために必要な経費

広　報　費 6,152,998 議員の調査研究活動、議会活動及び市の施策を市民に広報す
るために必要な経費

広　聴　費 9,520 議員が市民からの要望や意見を収集するために必要な経費

資料作成費 150,164 各種資料の作成に必要な経費

資料購入費 2,013,783 各種資料の購入に必要な経費

人　件　費 0 議員の調査研究活動を補助する職員の雇用

事 務 所 費 609,325 議員が行う活動に必要な事務所の設置・管理に必要な経費

合　　　計 13,470,086

特集



　私たち写真同好会は、学校行事や休日のふと
した瞬間など、毎日の素敵な時間を残していけ
るような写真を撮るように心がけ、日々頑張っ
て活動しています。

つやま市議会だよりは、環境保護のため再生紙と大豆油インキを使用しています。読み終えた後はリサイクル（雑誌）に御協力ください。

今月の表紙〜津山東高校・写真同好会〜

編集後記

《応募方法》
　ハガキに「答え（２問）、
議会だよりの感想、議会
への意見、住所、氏名、年齢、
性別、プレゼントの希望
（ⒶまたはⒷ）」をご記入
の上お送りください。

《宛先》
〒７０８−８５０１
津山市山北５２０
　津山市議会事務局あて

正解者の中から抽選でプレゼント

Ⓐ図書カード（500円）５名様
または
Ⓑあば温泉無料入浴券（５枚）
　　　　　　　　　　　５名様
　当選者の発表はプレゼントの
発送をもって代えさせていただ
きます。

（応募締切）
平成２９年１２月２０日（消印有効）

次の２問にご回答ください。

　市議会に初当選したとき、広報調査特別委員会に
所属していました。今回、久しぶりの所属です。頑
張ってまいります。（吉）

　市内高校生の皆さんの協力を得て、「みんちゃい」
の表紙写真を掲載しています。新しい感性が表現さ
れ、喜んでいます。未来は青年のものです。（聖）

①今月の表紙写真を撮影
　した高校は？
　⇒○○○高校

②紙面２ページに写って
　いる建物の名前は？
　⇒旧○○銀行林田支店

お便り紹介〜ご意見にお答えします〜

第７回　みんちゃいクイズ

〔
ご
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見
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ら
え
れ
ば
う
れ
し
い
で
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。

（
回
答
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今
後
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津
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市
の
発
展
に
と
っ
て
も
、

若
い
方
た
ち
の
力
は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。（
聖
）
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　今定例会中の９月１３日に議会活性化調査特別委員会を開
催しました。
　今回の特別委員会では、本市議会の議員定数見直しについ
て、類似市議会の状況などを参考に協議を行いました。
　また、美作大学の学生との意見交換会開催も決定しました。
　意見交換会の様子は、今後の「みんちゃい」でもお知らせ
する予定ですので、ご期待ください。

広報調査特別委員会　〔委員長〕吉田耕造　〔副委員長〕秋久憲司
　　　　　　　　　　〔委　員〕岡田康弘　小椋多　近藤吉一郎　中村聖二郎　原行則　村田隆男

定数見直し協議・美作大学との意見交換会開催

議会活動をチェック ！


